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バ
ラ
ス
ト
水
の
有
望
な
処
理
技
術
の
試
験
及
び
評
価
を
行
う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
及
び
実
施
す
る
に

当
た
り
、
締
約
国
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

3.1

機
関
が
作
成
す
る
指
針
を
考
慮
す
る
こ
と
。

3.2

当
該
処
理
技
術
の
試
験
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
必
要
な
最
小
限
の
数
の
船
舶
に
の
み
参
加
を
認
め
る
こ
と
。

４

処
理
シ
ス
テ
ム
は
、
試
験
及
び
評
価
の
期
間
を
通
じ
て
、
一
貫
し
て
、
か
つ
、
設
計
ど
お
り
に
運
用
す
る
。

Ｄ

五
規
則

機
関
に
よ
る
基
準
の
再
検
討

１

Ｄ

二
規
則
に
定
め
る
基
準
の
効
力
が
生
ず
る
最
も
早
い
日
の
遅
く
と
も
三
年
前
ま
で
に
開
催
さ
れ
る
委
員
会
の

会
合
に
お
い
て
、
委
員
会
は
、
適
切
な
技
術
が
当
該
基
準
の
達
成
の
た
め
に
利
用
可
能
か
否
か
の
決
定
、
２
に
定
め

る
基
準
の
評
価
及
び
開
発
途
上
国
特
に
開
発
途
上
に
あ
る
島
嶼し

よ

国
の
開
発
の
必
要
に
関
す
る
社
会
経
済
上
の
影
響
の

評
価
を
含
む
再
検
討
を
行
う
。
委
員
会
は
、
ま
た
、
Ｂ

三
規
則
１
に
規
定
す
る
船
舶
に
つ
い
て
の
関
係
要
件
及
び

こ
の
附
属
書
に
規
定
す
る
バ
ラ
ス
ト
水
管
理
の
他
の
側
面
（
機
関
が
作
成
す
る
指
針
を
含
む
。）を
検
討
す
る
た
め
、

適
当
な
場
合
に
は
、
定
期
的
な
再
検
討
を
行
う
。

２

適
切
な
技
術
の
再
検
討
は
、
次
の
こ
と
も
考
慮
し
て
行
う
。

2.1

船
舶
及
び
乗
組
員
に
関
す
る
安
全
に
つ
い
て
の
考
慮

2.2

環
境
上
の
受
容
性
、
す
な
わ
ち
、
適
切
な
技
術
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
環
境
上
の
影
響
よ
り
も
多
大
な
影
響
を

生
じ
な
い
こ
と
。

2.3

実
行
可
能
性
、
す
な
わ
ち
、
船
舶
の
設
計
及
び
運
航
と
の
両
立
性

2.4

費
用
対
効
果
、
す
な
わ
ち
、
経
済
的
で
あ
る
こ
と
。

2.5

バ
ラ
ス
ト
水
の
中
の
有
害
な
水
生
生
物
及
び
病
原
体
を
除
去
し
、
又
は
殺
滅
す
る
こ
と
に
関
す
る
生
物
学
的
な

有
効
性

３

委
員
会
は
、
１
に
規
定
す
る
再
検
討
を
行
う
た
め
一
又
は
二
以
上
の
部
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
委
員
会

は
、当
該
部
会
の
構
成
及
び
付
託
事
項
並
び
に
設
置
さ
れ
た
当
該
部
会
で
取
り
扱
う
べ
き
特
定
の
問
題
を
決
定
す
る
。

当
該
部
会
は
、
締
約
国
に
よ
る
検
討
の
た
め
、
こ
の
附
属
書
の
改
正
の
た
め
の
提
案
を
作
成
し
、
及
び
勧
告
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
締
約
国
の
み
が
、
委
員
会
が
行
う
勧
告
及
び
改
正
の
決
定
の
作
成
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

こ
の
Ｄ

五
規
則
に
規
定
す
る
再
検
討
に
基
づ
き
、
締
約
国
が
こ
の
附
属
書
の
改
正
を
採
択
す
る
こ
と
を
決
定
す

る
場
合
に
は
、
当
該
改
正
は
、
条
約
第
十
九
条
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
採
択
さ
れ
、
及
び
効
力
を
生
ず
る
。

Ｅ
節

バ
ラ
ス
ト
水
管
理
の
た
め
の
検
査
及
び
証
明
の
要
件

Ｅ

一
規
則

検
査

１

こ
の
条
約
が
適
用
さ
れ
る
総
ト
ン
数
四
百
ト
ン
以
上
の
船
舶
（
浮
体
式
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
浮
体
式
貯
蔵
施
設

及
び
浮
体
式
生
産
貯
蔵
・
取
卸
施
設
を
除
く
。）は
、
次
に
定
め
る
検
査
を
受
け
る
。

1.1

船
舶
の
就
航
前
又
は
Ｅ

二
規
則
若
し
く
は
Ｅ

三
規
則
の
規
定
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
証
書
が
初
め
て
発
給

さ
れ
る
前
に
行
わ
れ
る
最
初
の
検
査
。
こ
の
検
査
は
、
Ｂ

一
規
則
の
規
定
が
要
求
す
る
バ
ラ
ス
ト
水
管
理
計
画

並
び
に
関
連
す
る
構
造
、
設
備
、
装
置
、
取
付
け
物
、
配
置
及
び
材
料
又
は
工
程
が
、
こ
の
条
約
の
要
件
に
完
全

に
適
合
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

1.2

Ｅ

五
規
則
２
及
び
５
か
ら
７
ま
で
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
主
管
庁
の
定
め
る
五
年
を
超

え
な
い
間
隔
で
行
う
更
新
検
査
。
こ
の
検
査
は
、
Ｂ

一
規
則
の
規
定
が
要
求
す
る
バ
ラ
ス
ト
水
管
理
計
画
並
び

に
関
連
す
る
構
造
、
設
備
、
装
置
、
取
付
け
物
、
配
置
及
び
材
料
又
は
工
程
が
、
こ
の
条
約
の
関
係
要
件
に
完
全

に
適
合
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

1.3

証
書
の
二
回
目
の
検
査
基
準
日
の
前
後
三
箇
月
以
内
又
は
三
回
目
の
検
査
基
準
日
の
前
後
三
箇
月
以
内
に
行
う

中
間
検
査
。
こ
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
１
1.4
に
定
め
る
年
次
検
査
の
一
に
代
え
て
行
う
。
こ
の
中
間
検
査
は
、
バ

ラ
ス
ト
水
管
理
の
た
め
の
設
備
、
関
連
す
る
装
置
及
び
工
程
が
、
こ
の
附
属
書
に
定
め
る
関
係
要
件
に
完
全
に
適

合
し
て
お
り
、
か
つ
、
良
好
な
作
動
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
こ
の
検
査
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
Ｅ

二

規
則
又
は
Ｅ

三
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
発
給
さ
れ
る
証
書
に
裏
書
を
す
る
。

８

主
管
庁
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
お
い
て
、
検
査
の
完
全
性
及
び
実
効
性
を
十
分
に
保
証
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
義

務
の
履
行
の
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
。

９

船
舶
並
び
に
そ
の
設
備
、
装
置
及
び
工
程
の
状
態
は
、
船
舶
が
環
境
、
人
の
健
康
、
財
産
又
は
資
源
に
害
を
与
え

る
こ
と
な
く
航
行
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
全
て
の
点
に
お
い
て
こ
の
条
約
に
適
合
す
る
よ
う
に
維
持
す
る
も

の
と
す
る
。

1.4

検
査
基
準
日
の
前
後
三
箇
月
以
内
に
行
う
年
次
検
査
（
Ｂ

一
規
則
の
規
定
が
要
求
す
る
バ
ラ
ス
ト
水
管
理
計

画
に
関
連
す
る
構
造
、
設
備
、
装
置
、
取
付
け
物
、
配
置
及
び
材
料
又
は
工
程
が
、
９
の
規
定
に
従
っ
て
維
持
さ

れ
、
か
つ
、
船
舶
の
予
定
さ
れ
た
用
途
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
行
う
一
般
的
な
検
査
を
含
む
。）。

こ
の
年
次
検
査
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
Ｅ

二
規
則
又
は
Ｅ

三
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
発
給
さ
れ
る
証
書
に

裏
書
を
す
る
。

1.5

こ
の
条
約
に
完
全
に
適
合
す
る
た
め
、
構
造
、
設
備
、
装
置
、
取
付
け
物
、
配
置
及
び
材
料
の
必
要
な
変
更
、

交
換
又
は
著
し
い
修
繕
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
状
況
に
応
じ
、
全
般
的
又
は
部
分
的
な
追
加
検
査
を
行
う
。
こ

の
追
加
検
査
は
、
船
舶
が
こ
の
条
約
の
要
件
に
適
合
す
る
よ
う
に
変
更
、
交
換
又
は
著
し
い
修
繕
が
実
効
的
に
行

わ
れ
た
こ
と
を
確
保
す
る
。
当
該
追
加
検
査
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
Ｅ

二
規
則
又
は
Ｅ

三
規
則
の
規
定
に
基

づ
い
て
発
給
さ
れ
る
証
書
に
裏
書
を
す
る
。

２

主
管
庁
は
、
１
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
船
舶
が
こ
の
条
約
の
関
係
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、

適
当
な
措
置
を
と
る
。

３

こ
の
条
約
の
実
施
を
目
的
と
す
る
船
舶
の
検
査
は
、
主
管
庁
の
職
員
が
行
う
。
も
っ
と
も
、
主
管
庁
は
、
自
己
の

指
名
す
る
検
査
員
又
は
自
己
の
認
定
す
る
団
体
に
検
査
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

３
の
規
定
に
よ
り
検
査
を
行
う
検
査
員
を
指
名
し
、
又
は
当
該
検
査
を
行
う
団
体
を
認
定
す
る
主
管
庁
は
、
指
名

さ
れ
た
検
査
員
又
は
認
定
さ
れ
た
団
体
（
注
２
）
に
対
し
少
な
く
と
も
次
の
こ
と
を
行
う
権
限
を
与
え
る
。

4.1

指
名
さ
れ
た
検
査
員
又
は
認
定
さ
れ
た
団
体
が
検
査
を
行
う
船
舶
に
対
し
て
こ
の
条
約
の
規
定
に
適
合
す
る
こ

と
を
要
求
す
る
こ
と
。

4.2

締
約
国
で
あ
る
寄
港
国
の
適
当
な
当
局
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
検
査
及
び
監
督
を
行
う
こ
と
。

注
２

機
関
が
決
議
Ａ
七
三
九

に
お
い
て
採
択
し
た
指
針
（
機
関
が
改
正
す
る
場
合
に
は
、
当
該
改
正
を
含
む
。）及
び
機
関
が
決
議
Ａ
七
八
九

に
お

い
て
採
択
し
た
基
準
（
機
関
が
改
正
す
る
場
合
に
は
、
当
該
改
正
を
含
む
。）を
参
照
す
る
こ
と
。

５

主
管
庁
は
、
指
名
さ
れ
た
検
査
員
及
び
認
定
さ
れ
た
団
体
に
与
え
る
権
限
に
つ
い
て
そ
の
責
任
の
範
囲
及
び
条
件

を
機
関
に
通
報
す
る
も
の
と
し
、
機
関
は
、
締
約
国
の
職
員
が
了
知
す
る
よ
う
締
約
国
に
対
し
そ
の
通
報
を
回
章
に

付
す
る
。

６

主
管
庁
、
指
名
さ
れ
た
検
査
員
又
は
認
定
さ
れ
た
団
体
が
、
船
舶
の
バ
ラ
ス
ト
水
管
理
が
Ｅ

二
規
則
若
し
く
は

Ｅ

三
規
則
の
規
定
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
証
書
の
記
載
事
項
ど
お
り
で
な
い
と
判
断
す
る
場
合
又
は
船
舶
が
航
行

に
際
し
て
環
境
、
人
の
健
康
、
財
産
若
し
く
は
資
源
に
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
検

査
員
又
は
当
該
団
体
は
、
船
舶
を
適
合
さ
せ
る
た
め
に
是
正
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
速
や
か
に
確
保
す
る
。
検
査

員
又
は
団
体
は
、
直
ち
に
通
報
さ
れ
る
も
の
と
し
、
適
当
な
場
合
に
は
、
証
書
が
発
給
さ
れ
な
い
こ
と
又
は
証
書
が

回
収
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
船
舶
が
他
の
締
約
国
の
港
に
あ
る
と
き
は
、
寄
港
国
の
当
局
は
直
ち
に
通
報
を
受

け
る
。
主
管
庁
の
職
員
、
指
名
さ
れ
た
検
査
員
又
は
認
定
さ
れ
た
団
体
が
寄
港
国
の
適
切
な
当
局
に
通
報
し
た
場
合

に
は
、
寄
港
国
の
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
職
員
、
検
査
員
又
は
団
体
に
対
し
、
こ
の
Ｅ

一
規
則
の
規
定
に
基
づ
く
義

務
（
条
約
第
九
条
に
規
定
す
る
措
置
を
含
む
。）の
遂
行
に
必
要
な
援
助
を
与
え
る
。

７

船
舶
に
事
故
が
生
じ
た
場
合
又
は
こ
の
条
約
に
従
っ
て
バ
ラ
ス
ト
水
管
理
を
行
う
船
舶
の
能
力
に
実
質
的
な
影
響

を
及
ぼ
す
欠
陥
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
船
舶
の
所
有
者
、
運
航
者
又
は
他
の
責
任
者
は
、
で
き
る
限
り
速

や
か
に
、
証
書
の
発
給
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
主
管
庁
、
認
定
さ
れ
た
団
体
又
は
指
名
さ
れ
た
検
査
員
に
報
告
す

る
も
の
と
し
、
報
告
を
受
け
た
者
は
、
１
の
規
定
に
よ
り
要
求
さ
れ
る
よ
う
な
検
査
が
必
要
で
あ
る
か
否
か
を
決
定

す
る
た
め
の
調
査
を
開
始
す
る
。
当
該
船
舶
が
他
の
締
約
国
の
港
に
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
船
舶
の
所
有
者
、
運
航

者
又
は
他
の
責
任
者
は
、
当
該
他
の
締
約
国
の
当
局
に
も
速
や
か
に
報
告
す
る
も
の
と
し
、
指
名
さ
れ
た
検
査
員
又

は
認
定
さ
れ
た
団
体
は
、
こ
の
報
告
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
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